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研究成果の概要（和文）：本研究は、東アジアの「地域主義」や「地域化」といった規範・言説が、国家だけではなく
市民社会において如何に受容され、そうした地域主義秩序において国家と市民社会の関係がどのように位置付けられ得
るのかを体系的に考察するものである。とくにトラック別分析を採用し、国家主体としてのトラックⅠ、政府と民間主
体の混成組織としてのトラックⅡ、純然たる民間主体としてのトラックⅢを区別し、北東アジア・東南アジア・東アジ
アのそれぞれにおける地域主義と地域化の認識規範の変容を考察しながら、東アジア地域統合に通底する秩序「規範」
を詳らかとした。

研究成果の概要（英文）：This research explores how norms and discourses on regionalism and regionalization
 of East Asia have been constituted not only in the states but also in the civil society, and systematical
ly analyzes how the states and civil society have been placed in the regional integration. Not least, this
 research employs track analysis: it distinguishes the track I as the state actors, track II as combining 
organizations between states and society, and track III as civil society organization, and explores the no
rms of the East Asian regional integration, while examines the changing natures of regionalism and regiona
lization norms of Northeast, Southeast, and East Asia as a whole respectively. 
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１．研究開始当初の背景 

 

申請者はもともとアジア地域主義を考察対
象として、とりわけ国家間関係における地域主
義の規範や言説が如何に付帯・定着・変容し
得るのかを、APEC、ASEAN+3 を事例として研
究していた。本研究は、この成果を受けて、地
域統合における地域主義や地域化といった
規範・言説が、国家だけではなく市民社会に
おいて如何に受容され、かかる地域主義秩序
において国家と市民社会の関係がどのように
位置付けられ得るのかを体系的に考察するこ
とが目的である。 

 

 

２．研究の目的 

 

上記１とも重複するが、本研究の目的は、
東アジアの「地域主義」や「地域化」といった
規範・言説が、国家だけではなく市民社会に
おいて如何に受容され、かかる地域主義秩序
において国家と市民社会の関係がどのように
位置付けられ得るのかを体系的に考察するこ
とである。 
 

 

３．研究の方法 

 
本研究では、トラック別分析を採用し、国家

主体としてのトラックⅠ、政府と民間主体の混
成組織としてのトラックⅡ、純然たる民間主体
としてのトラックⅢを区別し、北東アジア・東南
アジア・東アジアのそれぞれにおける地域主
義と地域化の認識規範の変容を考察し、東ア
ジア地域統合に通底する秩序「規範」を詳ら
かにする。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果として『東アジアにおける国家
と市民社会―地域主義の設計・協働・競合』
（単著、柏書房、2013 年）と『北東アジアの市
民社会』（編著、国際書院、2013 年）を出版し
た。 
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